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は
じ
め
に

平
井
遺
跡
（
3
9
9
）
で
は
、
一
般
国
道
26
号

第
二
阪
和
国
道
の
建
設
工
事
に
伴
い
、
国
土
交
通

省
の
委
託
を
受
け
、
平
成
25
年
度
に
第
１
次
及

び
第
２
次
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

紹
介
す
る
の
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
、
約
6
7
0
㎡
を
対
象
と
し
た
第
３
次

調
査
と
、
平

成
26
年
６
月

か
ら
９
月
に

か
け
て
、
約

1,
7
0
0

㎡
を
対
象
と

し
た
第
４
次

調
査
の
調

査
成
果
で

す
。
調
査
地

は
、
第
１
次

調
査
地
の
北

西
に
位
置
し
、
調
査
前
の
現
況
は
水
田
で
す
。
遺

構
検
出
面
は
、
第
３
次
調
査
区
及
び
第
４
次
調
査

区
と
も
に
１
面
の
範
囲
と
２
面
の
範
囲
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
既
往
の
調
査
内
容
及
び
遺
跡
の
位
置

や
環
境
な
ど
は
、
既
刊
の
風
車
63
号
及
び
67
号
を

ご
参
照
下
さ
い
。

第
３
次
調
査

第
１
遺
構
面
検
出
遺
構

第
１
遺
構
面
で
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
近
世
の

土
坑
や
溝
、
中
世
及
び
古
代
の
柱
穴
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
近
世
以
降
に
削
平
を
受
け
た
た
め
か
、

遺
構
密
度
は
希
薄
で
す
。

第
２
遺
構
面
検
出
遺
構

第
２
遺
構
面
検
出
の
遺
構
に
は
、
弥
生
時
代
の

竪
穴
建
物
、
方
形
周
溝
墓
、
土
坑
、
溝
、
ピ
ッ
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

33
竪
穴
建
物　
調
査
区
北
側
中
央
部
で
検
出
し

た
竪
穴
建
物
で
、
規
模
は
直
径
4.4
～
4.6
ｍ
、
深
さ

は
15
㎝
前
後
で
す
。
中
央
に
直
径
1.0
ｍ
、
深
さ
35

㎝
程
の
土
坑
が
あ
り
、
そ
の
両
側
の
相
対
す
る
位

置
に
直
径
10
㎝
、
深
さ
約
30
㎝
の
２
つ
の
小
穴
を

設
け
た
、
い
わ
ゆ
る
松
菊
里
型
住
居
で
す
。

44
竪
穴
建
物　
調
査
区
中
央
部
で
検
出
し
た
竪

穴
建
物
で
、
全
体
の
1/2
弱
は
調
査
区
外
で
す
。
平

面
形
は
円
形
で
、
同
心
円
状
に
１
回
の
拡
張
を

行
っ
て
い
ま
す
。
規
模
は
、
拡
張
前
が
4.1
ｍ
、
拡

平
井
遺
跡
第
３
次
・
第
４
次
発
掘
調
査
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張
後
は
約
5.0
ｍ
で
す
。

59
土
坑　
44
竪
穴
建
物
の
東
側
で
検
出
し
た
大

型
の
土
坑
で
す
。
完
形
品
を
含
む
弥
生
土
器
が
多

数
出
土
す
る
他
、
木
器
の
未
製
品
や
獣
骨
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

２
方
形
周
溝
墓　
調
査
地
東
端
部
で
検
出
し
ま

し
た
。
規
模
は
東
西
1
0.
4
ｍ
×
南
北
8.6
ｍ
、

周
溝
の
幅
は
0.7
～
1.9
ｍ
と
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
墳
丘
は
長
方
形
で
8.8
ｍ
×
7.6
ｍ
、
盛
土
は
削

平
さ
れ
て
お
り
、
埋
葬
施
設
は
遺
存
し
て
い
ま
せ

ん
。
周
溝
か
ら
は
完
形
品
を
含
む
弥
生
土
器
が
多

数
出
土
し
て
い
ま
す
。

埴
輪
窯
の
調
査

第
１
次
調
査
で
埴
輪
窯
が
２
基
検
出
さ
れ
、
現

地
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
範
囲
に
つ
い
て
諸

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
は
、
2
5
7
埴
輪

窯
（
２
号
窯
）
及
び
灰
原
部
の
外
縁
を
含
め
た
範

囲
の
剥
ぎ
取
り
（
型
取
り
）
保
存
作
業
を
実
施
し

た
後
、
窯
体
部
及
び
灰
原
を
窯
構
築
面
（
操
業
開

始
面
）
ま
で
掘
り
下
げ
、
そ
の
後
、
2
2
2
埴
輪

窯
（
１
号
窯
）
及
び
灰
原
を
含
む
現
地
保
存
範
囲

に
つ
い
て
、
砂
を
使
用
し
て
埋
戻
し
た
後
、
シ
ー

ト
で
養
生
を
行
い
現
地
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

第
４
次
調
査

第
１
遺
構
面
検
出
遺
構

第
１
遺
構
面
で
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
古
墳
時

代
の
横
穴
式
石
室
や
土
坑
、
古
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
の
柱
穴
・
土
坑
・
溝
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

63
横
穴
式
石
室　
調
査
区
の
東
半
部
で
検
出
し

た
南
西
に
開
口
す
る
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
す
。

玄
室
と
羨
道
の
基
底
部
の
石
１
～
２
段
分
の
み
が

残
存
し
て
い
ま
し
た
。
玄
室
の
規
模
は
、
長
さ
2.5

ｍ
・
幅
1.4
ｍ
。
羨
道
は
、
幅
0.8
～
0.9
ｍ
で
、
長
さ

約
2.0
ｍ
分
を

検
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

玄
室
と
羨

道
の
中
央
部

に
10
㎝
前
後

の
小
礫
を
使

用
し
た
排
水

溝
を
設
け
て

い
ま
す
。
石

室
の
石
材
は
、

0.7
ｍ
×
0.5
ｍ

前
後
の
大
型

の
も
の
が
多

く
、
玄
室
で

は
長
辺
を
縦

方
向
に
使
用

し
て
い
る
も

の
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

出
土
遺
物
は
、

完
形
の
須
恵

器
や
土
師
器

の
ほ
か
、
耳

環
が
１
点
出

土
し
て
い
ま

す
。
耳
環
は
、

銅
芯
に
銀
箔

を
施
し
た
も

33 竪穴建物

第４次調査　第 1 遺構面

257 埴輪窯（２号窯）
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の
で
す
。

85
横
穴
式
石
室　
63
横
穴
式
石
室
の
約
23
ｍ
南

東
で
検
出
し
た
南
西
に
開
口
す
る
両
袖
式
の
横
穴

式
石
室
で
す
。
63
石
室
と
同
様
に
玄
室
と
羨
道
の

基
底
部
の
石
１
～
２
段
分
の
み
が
残
存
し
て
い
ま

す
。
玄
室
の
規
模
は
、
長
さ
2.2
ｍ
・
幅
1.4
ｍ
。
羨

道
は
、
幅
0.8
ｍ
で
、
長
さ
1.4
ｍ
分
を
検
出
し
ま
し

た
。
羨
道
の
中
央
部
に
小
礫
を
使
用
し
た
排
水
溝

を
設
け
て
い
ま
す
。
玄
室
は
、
63
石
室
と
同
じ
く

大
型
の
石
材
を
使
用
し
、
最
も
規
模
の
大
き
な
石

材
は
約
1.3
ｍ
×
1.0
ｍ
で
、
数
点
は
長
辺
を
縦
方
向

に
使
用
し
て
い
ま
す
。
遺
物
は
、
須
恵
器
や
土
師

器
の
完
形
品
が
複
数
点
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
羨

道
か
ら
耳
環
が
１
点
出
土
し
ま
し
た
。
銅
芯
に
金

箔
を
施
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
玄
室
中

央
部
の
左
側

壁
側
で
人
骨

が
出
土
し
、

頭
部
と
脚
部

の
一
部
と
思

わ
れ
ま
す
。

第
２
遺
構
面

検
出
遺
構

第
２
遺
構

面
で
は
、
弥

生
時
代
の
竪

穴
建
物
、
土

坑
、溝
、ピ
ッ

ト
な
ど
を
検

出
し
ま
し
た
。

42
竪
穴
建

物
・
61
竪
穴

建
物　
調
査

区
西
部
で
検

出
し
た
竪
穴

建
物
で
、
重

複
関
係
に
あ

り
ま
す
。
42

竪
穴
は
２
回

建
替
え
を

85 横穴式石室

第４次調査　第 2 遺構面

63 横穴式石室　遺物出土状況85 横穴式石室　遺物出土状況

63 横穴式石室
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行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
別
の

竪
穴
と
重
複
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
直

径
は
、
4.3
～
4.7
ｍ
→
6.0
～
6.1
ｍ
→
6.6
～
6.9
ｍ
と
次

第
に
規
模
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
中
央
に
1.0
×

1.3
ｍ
の
楕
円
形
を
呈
す
る
深
さ
約
50
㎝
の
土
坑
が

あ
り
、
そ
の
両
側
の
相
対
す
る
位
置
に
直
径
20
～

45
㎝
・
深
さ
約
40
㎝
の
２
つ
の
小
穴
を
設
け
た
、

い
わ
ゆ
る
松
菊
里
型
住
居
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

61
竪
穴
の
規
模
は
、
5.2
～
5.6
ｍ
で
、
深
さ
は
20
～

30
㎝
前
後
で
す
。

1
1
4
竪
穴
建
物
・
1
1
7
竪
穴
建
物　
調

査
区
の
南
西
部
で
検
出
し
た
竪
穴
建
物
で
、
重
複

し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
1
1
4
竪
穴
の
全
体

の
約
1/4
は
調
査
区
外
に
延
び
て
い
ま
す
。
平
面
形

は
円
形
で
、
規
模
は
直
径
約
8.2
ｍ
、
深
さ
は
20
㎝

前
後
で
す
。
1
1
7
竪
穴
は
、
そ
の
一
部
し
か

残
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
拡
張
を
１
回
行
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

1
3
6
竪
穴
建
物　
中
央
部
は
水
田
に
伴
う

用
水
路
で
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
は
や
や
歪
で

す
が
円
形
を
呈
し
、
直
径
は
約
6.1
ｍ
、
深
さ
は
最

大
約
10
㎝
残
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
と
め

横
穴
式
石
室
は
、
平
成
25
年
度
の
第
１
次
調
査

で
１
基
を
検
出
し
、
石
材
が
抜
き
取
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
土
坑
状
の
遺
構
１
基
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
検
出
し
た
２
基
と
合
わ
せ
れ
ば
計
４

基
の
古
墳
に
伴
う
石
室
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
何
れ
も
基
底
部
が
残
存
し
て
い
た
の
み

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
更
に
数
基
の
存
在
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
詳
細
な
時
期
は
、
今
後
の
整
理

作
業
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
検
出
し

た
２
基
の
時
期
は
、
63
石
室
は
６
世
紀
中
葉
、
85

石
室
は
６
世
紀
後
葉
か
ら
７
世
紀
初
頭
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

弥
生
時
代
の
竪
穴
建
物
は
、
第
３
次
調
査
で
２

棟
、
第
４
次
調
査
で
５
棟
を
検
出
し
、
合
計
７
棟

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
期

は
、
第
３
次
調
査
の
２
棟
は
弥
生
時
代
中
期
中
葉
、

第
４
次
調
査
で
検
出
し
た
竪
穴
建
物
は
そ
れ
よ
り

新
し
く
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
と
考
え
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
石　

好
裕
）

42 竪穴建物（左）・61 竪穴建物（右）

114 竪穴建物（奥）・117 竪穴建物（手前）136 竪穴建物
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金
剛
峯
寺
伽
藍
中
門
の
再
建

平
成
二
十
七
年
は
弘
法
大
師
空
海
が
弘
仁
七

年
（
八
一
六
）
に
高
野
山
を
開
創
し
て
か
ら

一
二
〇
〇
年
の
節
目
と
な
り
、
四
月
二
日
よ
り

五
十
日
間
の
記
念
大
法
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
の
目
玉
と
し
て
、
壇だ
ん

上じ
ょ
う

伽が

藍ら
ん

南
側

に
か
つ
て
存
在
し
た
中
門
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

中
門
は
当
初
、
金
堂
前
の
壇
上
に
華
表
（
鳥

居
）
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
門
形
式
と
な
り
、
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
何
度
も
焼
失
と
再
建
が
繰
り
返
さ
れ
、

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
六
代
目
の
中
門
が

焼
失
し
て
以
後
は
再
建
さ
れ
ず
、
跡
地
に
は
礎
石

の
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
位
置
に
て
、

同
規
模
で
三
度
に
わ
た
り
再
建
、
焼
失
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
ま
た
、
雨あ
ま

落お
ち

ち
溝み
ぞ

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
大
き
さ

も
特
定
出
来
ま
し
た
。
高
さ
関
係
は
不
明
で
す
が
、

最
後
の
焼
失
の
際
に
救
出
さ
れ
た
二
天
像
が
現
存

し
、
こ
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
像

の
高
さ
が
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

絵
図
や
史
料
に
よ
り
型
式
は
五ご

間け
ん

三さ
ん

戸こ

楼ろ
う

門も
ん

、
屋

根
は
檜ひ
わ

皮だ

葺ぶ

き
、
扉
は
無
く
、
全
体
に
赤
く
塗
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

今
回
再
建
す
る
中
門
の
様
式
は
、
初
め
て
現
位

置
に
て
五
間
三
戸
楼
門
の
型
式
で
建
て
ら
れ
た
建

長
五
年
（
一
二
五
三
）
再
建
時
の
鎌
倉
時
代
頃
を

目
標
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
最
後
の
焼
失
前
ま

で
こ
の
規
模
と
型
式
が
引
き
継
が
れ
た
こ
と
や
、

昭
和
九
年
に
再
建
さ
れ
た
壇
上
の
金
堂
の
時
代
様

式
と
揃
え
る
た
め
で

す
。
細
部
の
納
ま
り

や
意
匠
、
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
決
め

る
た
め
、
全
国
に
現

存
す
る
類
例
を
調
べ

ま
し
た
が
、
実
は
五

間
三
戸
楼
門
は
全
国

的
に
珍
し
く
、
江
戸

時
代
以
降
に
建
て
ら

れ
た
三
例
の
み
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
時
代
的
に
も
地
理
的
に
も
近
い
、

丹
生
都
比
売
神
社
の
楼
門
（
三
間
一
戸
、
明
応
八

年
〈
一
四
九
九
〉
建
立
、
重
文
）
が
計
画
の
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
中
門
が
存
在
し
た
の
は
一
七
二
年
前
。
そ

の
姿
を
見
た
人
は
こ
の
世
に
は
居
ま
せ
ん
。
今
回
再

建
さ
れ
た
中
門
が
、「
か
つ
て
無
か
っ
た
」
こ
と
を

見
て
い
た
我
々
は
、
歴
史
の
転
換
点
を
目
撃
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
門
の
落
慶
法
要
は
四
月
二
日

に
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。（
結
城
啓
司
）

文

化

財

建

造

物

課 
 
 
 
 

　

短

信

かつて
4 4 4

の中門跡地。礎石が露出していた。

落慶法要を待つ中門。手前の白い点が元の礎石位置。
金堂と中心軸を揃えるため、場所を移して再建され
た。金剛峯寺大門のように初層にも屋根が付くと二
重門となる。



きのくに歴史小話 ～きのくにれきしこばなし～

古
建
築
修
理
の
逸
話 

⑩　
塔と
う

7

日
本
の
国
宝
建
造
物
と
言
え
ば
、
法
隆
寺
五
重
塔
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多

い
の
で
は
。
新
幹
線
に
乗
っ
て
も
、
京
都
駅
に
近
づ
く
と
ま
ず
目
に
入
る
の
が

東
寺
の
五
重
塔
。
文ぶ

ん

豪ご
う

幸
田
露
伴
の
著
名
な
小
説
は
そ
の
名
も
『
五
重
塔
』
と
、

古
建
築
＝
五
重
塔
と
い
っ
た
勢
い
で
す
。
し
か
し
「
凍こ

お

れ
る
音
楽
」
と
も
、
日

本
で
最
も
美
し
い
建
物
と
も
評
さ
れ
る
薬
師
寺
東
塔
は
三
重
塔
。
和
歌
山
県
内

で
も
道ど

う

成じ
ょ
う

寺じ

に
三
重
塔
が
あ
り
、
こ
れ
も
全
国
的
に
は
数
多
く
見
ら
れ
る
形
式

で
す
。
し
か
し
県
下
で
は
、
こ
の
ほ
か
慈じ

尊そ
ん

院い
ん

に
室
町
時
代
に
三
重
塔
と
し
て

計
画
さ
れ
た
建
物
が
残
る
く
ら
い
で
、
極
め
て
少
数
派
で
す
。
和
歌
山
で
は
塔

自
体
が
あ
ま
り
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
え
、
金こ

ん

剛ご
う

三さ
ん

昧ま
い

院い
ん

、
長ち
ょ
う

保ほ
う

寺じ

、
根ね

来ご
ろ

寺じ

に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
国
宝
の

塔
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
は
多
宝
塔
。
弘
法
大
師
が
考
案
し
た
真
言
宗
独
自
の

形
式
と
言
わ
れ
て
お
り
、
県
内
に
は
根
来
の
巨
大
な
大
塔
か
ら
、
有
田
川
町
安あ

ん

楽ら
く

寺じ

の
建
物
内
に
納
ま
る
小
塔
ま
で
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
だ
け
で
も

数
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
に
豊
富
で
す
。
共
通
す
る
の
は
、
四
角
い
下
層
に

日
本
の
伝
統
建
築
で
は
め
ず
ら
し
い
丸
い
平
面
の
上
層
が
載の

る
よ
う
に
見
え
る

独
特
の
姿
。
し
か
し
大
塔
の
中
に
入
る
と
、
下
層
も
柱
が
円
形
に
配
さ
れ
、
本

来
丸
い
平
面
の
塔
に
庇
が
廻
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

卒そ

塔と
う

婆ば

と
言
わ
れ
る
塔
の
語
源
。
多
宝
塔
の
優
美
な
曲
線
を
前
に
す
る
と
、

は
る
か
古
代
、
ア

シ
ョ
カ
王
が
建
て
さ

せ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
に

思
い
を
馳は

せ
ま
す
。

サ
ン
チ
―
か
ら
の
乾

い
た
風
が
、
塔
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
運

び
ま
す
。

（
多
井 

忠
嗣
）

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
和
歌
山
城
跡
の
発
掘
調
査
を
と
り
ま
と
め
て
報

告
書
を
刊
行
す
る
整
理
業
務
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

先
日
も
そ
の
作
業
を
の
ぞ
き
に
い
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
ぁ
、
な
ん
と
い

う
か
か
な
り
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
日
頃
、
縄
文
と
か
弥
生
土
器
、
あ
る

い
は
古
墳
時
代
の
土
師
器
と
い
っ
た
赤
茶
け
た
素
朴
な
土
器
を
対
象
と
す
る
こ

と
が
多
い
中
で
、
和
歌
山
城
跡
の
遺
物
は
伊
万
里
や
瀬
戸
と
い
っ
た
絵
柄
も
は

な
や
か
な
磁
器
が
主
体
で
す
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
現
代
の
焼
物
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

“
磁
器
”
と
い
う
の
は
、
高
温
で
焼
成
さ
れ
吸
水
性
が
な
く
、
叩
け
ば
金
属

音
の
す
る
焼
物
で
す
ね
。
お
隣
り
の
中
国
は
焼
物
に
関
し
て
は
先
進
国
で
す
か

ら
、
二
千
年
前
、
後
漢
の
時
代
に
は
こ
の
技
術
を
確
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

の
折
、
陶
工
を
連
れ
帰
り
、
九
州
の
有
田
（
伊
万
里
）
で
作
る
の
が
最
初
で
す

か
ら
17
世
紀
の
初
め
の
こ
と
で
す
。

意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
っ
と
遅
い
で
す
ね
。
ド

イ
ツ
の
マ
イ
セ
ン
は
こ
れ
よ
り
百
年
遅
い
18
世
紀
の
前
半
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ロ

イ
ヤ
ル
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
18
世
紀
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

と
も
か
く
和
歌
山
城
跡
の
土
器
を
み
て
い
る
と
、
現
代
の
我
々
の
家
庭
の
食

器
の
有
り
様
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
そ
こ
で
問
題
で
す
が
、
現
代
の
一
般
家
庭
で
日
常
使
わ
れ
て
い
る
食

器
で
は
、ど
こ
の
製
品
が
一
番
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？　

伊
万
里
？ 

瀬
戸
？

そ
れ
と
も
出い

ず

石し

？ 

あ
る
い
は
砥と

部べ

？

ザ
ン
ネ
ン
で
す
ね
。
正
解
は
、
某
大
手
製
パ
ン
会
社
の
『
白
い
皿
』
だ
と
思

い
ま
す
よ
。
少
な
く
と
も
庶
民
を
代
表
す
る
我
が
家
で
は
、
こ
の
白
い
皿
が
幅

を
き
か
せ
て
い
ま
す
。
あ
の
季
節
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の

パ
ン
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か

｜
｜
｜
｜

。　
　
　
　
（
村
田　
　

弘
）

発
掘
屋
余
話 

㉘
　
白
　
い
　
皿

重要文化財安楽寺多宝小塔
南北朝に遡るキュートな姿
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（公財）和歌山県文化財センター

●「紀州のあゆみ−和歌山県内埋蔵文化財調査成果展−」　※展示会は県内3会場を巡回して開催します

　　　　　　　　　　　場所：田辺市立歴史民俗資料館　　  2015年 1月27日（火）〜 2月15日（日）
●公開シンポジウム「和歌山城と城下町の風景」　※定員：先着150名（申し込み不要）　参加無料

　　　　　  場所：イオンモール和歌山3F イオンホール　　  2015年 3月 8日（日）10：30〜16：30

和歌山県立紀伊風土記の丘

●冬期企画展「谷井コレクション展 ～考古学者・谷井済一の軌跡～」
  2015年 1月14日（水）〜 2月15日（日）　
●春期企画展「紀の川の青い石」  2015年 3月 3日（火）〜 6月14日（日）

 和歌山県立博物館

●企画展「墨一色 −拓本の世界−」　　　　　　　　　 2014年12月16日（火）〜2015年 1月18日（日）
●企画展「描かれた紀州」  2015年 1月24日（土）〜 3月 8日（日）
●企画展「みほとけのすがた」  2015年 3月14日（土）〜 4月19日（日）

 高野山霊宝館

●高野山開創1200年記念展 「初公開！高野山の御神宝 」前期  2015年 3月21日（土）〜 5月21日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  後期  2015年 5月30日（土）〜 7月 5日（日）

和歌山市立博物館

●特別陳列「歴史を語る道具たち」  2015年 1月14日（水）〜 3月 1日（日）


